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　要旨

鹿児島県は南北 600 km にも及ぶ広大な県土を

有し，緑豊かな森林や美しい海岸線，多様な野生

動植物など美しく豊かな自然に恵まれている．そ

の中で，淡水産貝類の絶滅危惧種や移入種などの

鹿児島県内での詳しい分布は知られていない．本

研究は，淡水産貝類に焦点を当てて薩摩半島南部

での分布調査を行った．

2015 年 1 月から 11 月まで，薩摩半島南部を中

心に，26 地点において淡水産貝類を採集した．

調査地へは自動車で赴き，河川や用水路，水田を

中心に採集を行った．採集は主に見つけ取り採集

法を用いた．また，底の砂泥や草木を採集ビニル

袋に詰め，研究室へ持ち帰り，トレーに広げて，

ソーティングにより，小型の貝を採集した．生き

ている貝は茹でて，肉抜きした．軟体部は 100%

エタノールに溶液標本として保存した．殻は同定

した後，ビニル袋に入れて保存した．以上の作業

終了後，類似度やデンドログラムを作成し，デー

タ解析を行った．

26 地点の調査の結果，計 8 科 10 属 10 種，216

個体の貝類を採集した．各調査地点において，種

数をみると，南九州市の永里川の用水路で最も多

い 5 種を確認した．採集された種のうち，環境省

カテゴリーの準絶滅危惧種は 1 種，鹿児島県カテ

ゴリーの準絶滅危惧種は5種，外来種は3種であっ

た．

今回，県域準絶滅危惧種のタケノコカワニナ・

フネアマガイ・モノアラガイ・ドブガイの 4 種は

1 カ所のみでしか採集できなかった．タケノコカ

ワニナ・フネアマガイの 2 種については，本来汽

水域に生息する種のためほとんど採集できなかっ

たと考えられる．モノアラガイ・ドブガイについ

ては，Pt Z 鰻池のみで採集することができた．こ

の 2 種は環境の変化に弱いため，鰻池では生存で

きる環境が整っていると考えられる．

外来種については，サカマキガイ・スクミリ

ンゴガイ・タイリクシジミの 3 種が採集された．

本調査より，サカマキガイについては南九州市の

南側にはほとんど侵入していないと考えられる．

また，スクミリンゴガイについては指宿，南九州

市の南側，鹿児島市の南側にはほとんど侵入して

いないと考えられる．

　はじめに

鹿児島県は南北 600 km にも及ぶ広大な県土を

有し，緑豊かな森林や美しい海岸線，多様な野生

動植物など美しく豊かな自然に恵まれている．そ

の中で鹿児島県内に分布する貝類は少なくとも

4,000 種を超えているとされている．その中で，

淡水産貝類の絶滅危惧種や移入種などの鹿児島県

内での詳しい分布は知られていない．

そこで，本研究は前述のような数多くの貝類

の中で，淡水産貝類に焦点を当てての分布調査を

行った．淡水産貝類に焦点を当てての分布調査は

調査を行ってきた人が限られるため，正確な分布

鹿児島県薩摩半島南部における淡水産貝類の分布
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のデータがない．したがって，レッドデータブッ

クの基礎調査の一貫としても，調査を行った．

調査地は薩摩半島南部に位置する鹿児島市，指

宿市，南九州市，枕崎市の淡水域で，26 地点に

赴いた．調査期間は 2015 年 1 月から 11 月までの

間であった．調査にあたり，河川，用水路，水田

を主な調査域に設定して，主に見つけ取り採集法

を用いた．河川だけでなく，用水路や水田も調査

地としたのは，貝類の種類によっては止水環境を

好む種などがいるため（増田・内山，2004）であ

る．今回の調査では，貝類の採集だけでなく，野

村・シンプソン指数（野村，1939, 1940）を使用

して，淡水産貝類の分布域同士の類似度を分析し

た．また，類似度とともに，クラスター分析を用

いたデンドログラムの作成を行った．

　材料と調査方法

調査期間は 2015 年 1 月から 11 月に設定した．

図に示すように鹿児島県南薩地方を中心に，25

地点において淡水産軟体動物を採集した．河川を

中心として湖や水田，用水路の淡水がある場所で

採集を行った．また，すべての地点において GPS

受信機を用いて緯度・経度を記録した．採集は見

つけ取り採集法を用いた．また，底の砂泥や草木

を採集ビニル袋に詰め，研究室へ持ち帰った．持

ち帰った砂泥や水草，草木などはトレーに広げて，

ソーティングにより，小型の貝を採集した．生き

ている貝は茹でて，肉抜きした．軟体部は 100%

エタノールに保存した．殻は同定した後，ビニル

袋に入れて保存した．また，小型の貝など肉抜き

できなかった個体は同定した後，100% エタノー

ルに入れて保存した．

　調査地

調査地（Fig. 1），調査地の緯度・経度，採集日，

各調査地点の様子は以下の通りである（Table 1）．

また，調査地が分かりやすいよう，各地点をアル

ファベットで振り分けた．

Pt A 集川：川幅は 5 m ほど．砂地の上に岩が点在

していた．川縁に木陰があり，その下に木の葉が

落ちていた．

　 　調査地 緯度・経度 採集日
A 南九州市　集川 31°23'55.1''N, 130°49'96.8''E 2015/2/19
B 南九州市　馬渡川 31°25'84.0''N, 130°47'93.7''E 2015/4/23
C 南九州市　石垣川 31°25'72.5''N, 130°44'59.7''E 2015/7/29
D 南九州市　竹迫川 31°25'72.3''N, 130°38'89.3''E 2015/7/31
E 南九州市　麓川（田） 31°37'04.9''N, 130°41'82.2''E 2015/8/21
F 南九州市　永里川（田） 31°36'90.2''N, 130°38'31.2''E 2015/8/21
G 南九州市　永里川（集落内用水路） 31°36'65.7''N, 130°38'35.9''E 2015/8/21
H 南九州市　永里川（用水路） 31°38'54.7''N, 130°39'10.6''E 2015/8/21
I 南九州市　大谷川 31°39'05.3''N, 130°35'91.3''E 2015/8/21
J 南九州市　大谷川（田） 31°39'71.6''N, 130°35'87.9''E 2015/8/21
K 南九州市　万之瀬川 31°41'80.0''N, 130°42'32.9''E 2015/8/21
L 南九州市　万之瀬川（田） 31°40'90.3''N, 130°41'76.7''E 2015/8/21
M 鹿児島市　貝底川 31°34'39.4''N, 130°54'61.5''E 2015/8/5
N 鹿児島市　貝底川（田） 31°34'35.5''N, 130°54'72.3''E 2015/8/5
O 鹿児島市　鈴川（田） 31°33'15.5''N, 130°55'84.5''E 2015/8/5
P 鹿児島市　田貫川（田） 31°32'65.1''N, 130°55'81.1''E 2015/8/5
Q 指宿市　新川（田） 31°56'63.2''N, 130°54'05.1''E 2015/7/29
R 枕崎市　花渡川 31°29'23.4''N, 130°28'45.6''E 2015/7/31
S 枕崎市　花渡川（用水路） 31°29'35.6''N, 130°28'28.2''E 2015/7/31
T 枕崎市　永沢川 31°30'18.0''N, 130°35'72.4''E 2015/7/31
U 鹿児島市　浜田川 31°42'15.0''N, 130°52'12.4''E 2015/8/10
V 鹿児島市　八幡川 31°36'58.5''N, 130°54'23.8''E 2015/4/21
W 鹿児島市　八幡川（田） 31°36'78.0''N, 130°54'14.7''E 2015/4/21
X 鹿児島市　愛宕川 31°37'95.7''N, 130°53'57.2''E 2015/1/19
Y 鹿児島市　新川 31°20'21.5''N, 130°54'98.2''E 2015/11/11
Z 指宿市　鰻池 31°22'72.7''N, 130°61'00.0''E 2015/2/17

Table 1．調査地，調査地の緯度・経度，採集日．
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Pt B 馬渡川：川幅は 5 m ほど．砂地と岩の場所に

分かれていた．川縁に木陰があり，その下に木の

葉が落ちていた．また，川縁に草が生えていた．

Pt C 石垣川：川幅は 10 m ほど．砂地の上に岩が

点在していた．川の一部分に草が生えていた．

Pt D 竹迫川：川幅は 5 m ほど．コンクリートで

三面が埋め立てられていた．川縁に木陰があり，

その下に木の葉が落ちていた．

Pt E 麓川（田）：麓川の近くにある水田．

Pt F 永里川（田）：永里川の近くにある用水路横

の水田．

Pt G 永里川（集落内用水路）：永里川の近くにあ

る高田集落内の用水路．幅 1 m 深さ 0.5 m ほど．

底に砂利が点在していた．木陰．

Pt H 永里川（用水路）：永里川の近くにある用水

路．幅 1.5 m 深さ 0.1 m ほど．所々に草が生え，

泥や小石が堆積していた．

Pt I 大谷川：川幅は 5 m ほど．砂地だが，コンクリー

トで埋め立てられている場所があった．川縁に草

が生えていた．

Pt J 大谷川（田）：大谷川の近くにある水田．

Pt K 万之瀬川：二級河川．川幅は 15 m ほど．砂地．

川縁に流れのあまりない水が溜まっている場所が

あった．川の一部分に草が生えていた．

Pt L 万之瀬川（田）：万之瀬川の近くにある水田．

Pt M 貝底川：川幅は 5 m ほど．砂地だが，コン

クリートで埋め立てられている場所があった．川

縁に草が生えていた．

Pt N 貝底川（田）：貝底川の近くにある水田．

Pt O 鈴川（田）：鈴川の近くにある水田．

Pt P 田貫川（田）：田貫川の近くにある水田．

Pt Q 新川（田）：新川の近くにある水田．

Pt R 花渡川：川幅は 15 m ほど．砂地の上に岩が

点在していた．川の一部分に草が生えていた．

Pt S 花渡川（用水路）：幅 1.5 m 深さ 0.3 m ほど．

泥が堆積しており，また，小石が点在していた．

Pt T 永沢川：川幅は 5 m ほど．砂地の上に岩が点

在していた．少し下流へ行くと，底がコンクリー

トに埋め立てられていた．川の両端に林があり木

陰になっており，折れた木や木の葉などが堆積し

ていた．

Pt U 浜田川：川幅は 3 m ほど．砂地の上に岩が

点在していた．川縁に草が生えていた．川の両側

に住宅があり，排水が流れ込んでいた．

Pt V 八幡川：川幅は 10 m ほど．砂地．川の一部

分に草が生えていた．

Pt W 八幡川（田）：八幡川の近くにある水田．

Pt X 愛宕川：川幅は 5 m ほど．砂地に小石が混ざっ

ていた．川縁に草が生えていた．

Pt Y 新川：川幅は 5 m ほど．砂地に小石が混ざっ

ていた．

Pt Z 鰻池：マール湖．流れ出る川，流れ込む川が

共にない閉鎖された湖．生活の排水が流れ込んで

いた．水草が多く生えていた．

※ Pt E ～ Pt L までは万之瀬川流系．

　分析方法

各地点毎に採集したサンプルを同定した後，そ

の結果を表にまとめた．各地点の類似度を調べる

ために以下の方法で解析を行った．

Fig. 1. Map showing the location of study site (Station A, B and 
C). Study site (31°23′N, 130°33′E) located at southern Kyushu 
Island, Japan.　調査地の概要．



386

Nature of Kagoshima Vol. 42, Mar. 2016 RESEARCH ARTICLES

A
B

C
D

E
F

G
H

I
J

K
L

M
N

O
P

Q
R

S
T

U
V

W
X

Y
B

1.
00

 
C

0.
67

 
0.

67
 

D
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

E
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
F

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
G

0.
67

 
0.

67
 

0.
33

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

H
0.

67
 

0.
67

 
0.

33
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

I
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
J

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
K

1.
00

 
1.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

L
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

M
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
N

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
O

0.
67

 
0.

67
 

0.
67

 
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
33

 
0.

75
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

P
0.

50
 

0.
50

 
0.

50
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
50

 
1.

00
 

Q
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
50

 
R

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
50

 
0.

50
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

50
 

0.
00

 
S

0.
67

 
0.

67
 

0.
33

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
33

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

50
 

T
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

U
0.

33
 

0.
33

 
0.

33
 

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
67

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

1.
00

 
V

0.
67

 
0.

67
 

0.
67

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
33

 
0.

33
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
67

 
0.

50
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
33

 
0.

00
 

0.
33

 
W

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

50
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

X
1.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

50
 

0.
50

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

50
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

50
 

0.
00

 
0.

50
 

1.
00

 
0.

00
 

Y
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

1.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
1.

00
 

0.
00

 
Z

0.
33

 
0.

33
 

0.
00

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

50
 

0.
33

 
0.

50
 

0.
00

 
0.

50
 

0.
50

 
0.

00
 

0.
00

 
0.

50
 

0.
25

 
0.

50
 

0.
50

 
0.

00
 

0.
33

 
1.

00
 

0.
33

 
0.

00
 

0.
50

 
0.

00
 

0.
00

 

Ta
bl

e 
.2

. 類
似

度
指

数
．



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 42, Mar. 2016

387

野村・シンプソン指数

CRS =C/B（a ＞ b）

※ CRS ＝野村・シンプソン指数，a ＝地域 A

の種数，b ＝地域 B の種数，c ＝地域 A，B の共

通種数を示す．

また，各地点毎の種数を基に，クラスター分

析を用い，デンドログラムの作成を行った．クラ

スター分析は群平均法と最短距離法の 2 つを使用

した．

　結果

各地点の種数

26 地点の調査の結果，8 科 10 属 10 種を採集

した．また，合計で 216 個体を採取した．採集さ

れた種類の貝類は以下の通りである．

腹足綱　直腹足亜綱

アマオブネガイ目

アマオブネガイ超科　アマオブネガイ科

イシマキ属

イシマキガイ Clithon retropictus (Linneaus, 1758)

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　石垣川，南九州市　竹迫川，鹿児島市

　貝底川，鹿児島市　鈴川（田），鹿児島市　田

貫川（田），枕崎市　花渡川，鹿児島市　浜田川，

鹿児島市　八幡川，鹿児島市　愛宕川

アマオブネガイ超科　フネアマガイ科

フネアマガイ属

フネアマガイ Septaria procellana (v. Martens, 1879)

・採集地：南九州市　石垣川

新生腹足上目　原始紐舌目

リンゴガイ超科　リンゴガイ科

リンゴガイ属

スクミリンゴガイ Pomacea canaliculata (Lamarck, 1819)

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　永里川（集落内用水路），南九州市　

永里川（用水路），南九州市　万之瀬川，枕崎市

　花渡川（用水路），指宿市　鰻池

吸腔目

オニツノガイ超科　カワニナ科

カワニナ属

カワニナ Semisulcospira libertina libertina (Gould, 1859)

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　石垣川，南九州市　永里川（集落内用

水路），南九州市　永里川（用水路），南九州市　

大谷川，南九州市　万之瀬川，鹿児島市　鈴川

（田），枕崎市　花渡川，枕崎市　花渡川（用水路），

鹿児島市　八幡川，鹿児島市　愛宕川

シャジクカワニナ属

タケノコカワニナ Stenomelania rufescens (Martens, 1860)

・採集地：鹿児島市　八幡川

腹足綱　直腹足亜綱

異鰓上目　有肺目　真正有肺亜目

モノアラガイ超科　モノアラガイ科

ヒメモノアラガイ属

ヒメモノアラガイ Austropeplea ollula (Gould, 1859)

・採集地：南九州市　麓川（田），南九州市　永里

川（田），南九州市　永里川（用水路），南九州市

　大谷川（田），鹿児島市　貝底川（田），鹿児島

市　鈴川（田），指宿市　新川（田），鹿児島市　

浜田川，鹿児島市　八幡川（田），鹿児島市　新川

腹足綱　直腹足亜綱

異鰓上目　有肺目　真正有肺亜目

モノアラガイ超科　モノアラガイ科

モノアラガイ属

モノアラガイ Radix (Radix) auricularia japonia (Jay, 

1857)

・採集地：指宿市　鰻池

異鰓上目　有肺目　真正有肺亜目

サカマキガイ超科　サカマキガイ科

サカマキガイ目

サカマキガイ Physa acuta (Draparnaud, 1801)

・採集地：南九州市　永里川（田），南九州市　

永里川（用水路），南九州市　大谷川（田），鹿児

島市　貝底川（田），鹿児島市　鈴川（田），鹿児
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島市　田貫川（田），指宿市　新川（田），枕崎市

　永沢川，鹿児島市　浜田川，鹿児島市　八幡川

（田），指宿市　鰻池

二枚貝綱　古異歯亜綱

イシガイ目

イシガイ科

ドブガイ属

ドブガイ Anodonta (Sinanodonta) woodiana (Lea, 1834)

・採集地：指宿市　鰻池

マルスダレイガイ目

シジミ科

シジミ属

タイワンシジミ Corbicula fluminea (Müller, 1864)

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　永里川（集落内用水路），南九州市　

永里川（用水路），南九州市　万之瀬川，枕崎市

　花渡川（用水路），指宿市　鰻池

　各調査地点ごとに採集された貝類の種数は表の

通りである（Table 3）．各調査地点において，種

数をみると，最も多かったのは Pt H 永里川（用

水路）で，5 種が採集された．続いて Pt Q 鈴川（田）

と Pt Z 鰻池で 4 種が採集された．最も少なかっ

たのは Pt D 竹迫川，Pt E 麓川（田），Pt I 大谷川，

Pt L 万之瀬川（田），Pt M 貝底川，Pt T 永沢川，

Pt Y 新川だった．

　種において，出現地点数をみると，最も多かっ

たのはカワニナで，26 地点中 12 地点で採集され

た．続いてイシマキガイ，サカマキガイの 2 種が

11 地点で採集された．最も少なかったのはフネ

アマガイ，ドブガイ，タケノコカワニナ，モノア

ラガイでそれぞれ 1 地点のみで採集できた．

　また各種類がどこで採集されたか種類ごとに地

図上に示した（Figs. 2–11）．

Fig. 2．イシマキガイ採集地点．

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z
イシマキガイ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × ×
カワニナ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ × × × ○ × × ○ ○ × × ○ × ○ × ×
タイワンシジミ △ ○ × × × × ○ ○ × × ○ × × × × × × × ○ × × × × × × △
フネアマガイ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
サカマキガイ × × × × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × ○
ヒメモノアラガイ × × × × ○ ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ × ○ × × × ○ × ○ × △ ×
スクミリンゴガイ × × × × × × ○ ○ × × × ○ × × × × × × ○ × × × × × × ×
ドブガイ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × △
タケノコカワニナ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×
モノアラガイ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

Table 3．貝類の種数と採集地（○ は採集，△は死殻のみ採集，× は採集できなかったことを示す）．
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Fig. 3．カワニナ採集地点．

Fig. 4．サカマキガイ採集地点．

Fig. 5．スクミリンゴガイ採集地点．

Fig. 6．タケノコカワニナ採集地点．
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Fig. 7．ドブガイ採集地点．

Fig. 8．ヒメモノアラガイ採集地点．

Fig. 9．モノアラガイ採集地点．

Fig. 10．フネアマガイ採集地点．
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類似度指数

　野村・シンプソン指数を用い，各地点間の類似

度指数を調べた（Table 2）．

　最も高い類似度の値は 1.00 であり，集川や馬渡

川，万之瀬川の間などでみられた．このような高

い類似度が他の地点でも多く示されている．これ

は野村・シンプソン指数を用いた計算の方法上，

種数しか反映されないため，今回のように少ない

種数の場合は高い類似度を示す．逆に 0.00 と低い

類似度もみられた．これは 2 地点間で同じ種数が

確認されなかったためである．

類似度デンドログラム

　採集地点の種数を基にエクセルのクラスター分

析の群平均法（Fig. 12）と最短距離法（Fig. 13）を

利用し，類似度のデンドログラムを作成した．

　レッドデータブックの記載種

本研究では，鹿児島県においての絶滅が危惧

されている種，外来種などに注目した．鹿児島県

レッドデータブックに基づき，絶滅または消滅の

危惧のある種，分布特性上重要な種，外来種など

の区分を行った．また，今回の調査での採集地，

レッドデータブックに記載されている生息状況・

特徴を示す．

モ ノ ア ラ ガ イ Radix (Radix) auricularia japonica 

(Jay, 1857)

・環境省カテゴリー：準絶滅危惧種（NT）鹿児

島県カテゴリー：準絶滅危惧種

・採集地：指宿市　鰻池

Fig. 11．タイワンシジミ採集地点．

Fig. 12．クラスター分析（群平均法）．

Fig. 13．クラスター分析（最短距離法）．
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・生息状況：水草に付いていた．

　湧水地や湖沼河川に生息する．生息地が激減し

ている．

イシマキガイ Clithon retropictus (Linneaus, 1758)

・鹿児島県カテゴリー：準絶滅危惧

・県内での分布：太平洋側は房総半島以南，日本

海側は能登半島以南に分布する．鹿児島県は本種

の南限地にあたる．

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　石垣川，南九州市　竹迫川，鹿児島市

　貝底川，鹿児島市　鈴川（田），鹿児島市　田

貫川（田），枕崎市　花渡川，鹿児島市　浜田川，

鹿児島市　八幡川，鹿児島市　愛宕川

・生息状況：川岸のコンクリート，岩，小石の上

などに張り付き，生息していた．

　九州南部から奄美諸島までの広い範囲の河川の

汽水域や淡水域に生息している．生活排水などの

汚れによる汚染の進んだ河川では絶滅している．

フネアマガイ Septaria procellana (v. Martens, 1879)

・鹿児島県カテゴリー：準絶滅危惧

・県内での分布：種子島・屋久島以南の河川の河

口には比較的多い．九州南部の東シナ海沿岸の河

川や鹿児島湾内の河川の汽水域でも生息が確認さ

れている．

・採集地：南九州市　石垣川

・生息状況：川岸のコンクリートに張り付き，生

息していた．

　奄美大島以南の河川の河口汽水域には普通に生

息する．大隅諸島の河口汽水域にもみられる．南

九州市の河川の河口汽水域では，数カ所の河川で

生息が認められている．今回の調査は汽水域では

なく基本的に淡水域の調査としたため，ほとんど

採集できなかったと思われる．

タケノコカワニナ Stenomelania rufescens (Martens, 

1860)

・鹿児島県カテゴリー：準絶滅危惧（鹿児島湾内

各河川の個体群：消滅危惧 II 類）

・県内での分布：薩摩地方，大隅地方の河口域に

分布する．

・採集地：鹿児島市　八幡川

・生息状況：川底の岩に張り付き，生息していた．

　鹿児島では比較的多くの河川に生息している．

しかし都市河川を中心に河川環境の悪化で確認で

きなくなった河川も多い．今回の調査は汽水域で

はなく基本的に淡水域の調査としたため，ほとん

ど採集できなかったと思われる．

ドブガイ Anodonta (Sinanodonta) woodiana (Lea, 1834)

・鹿児島県カテゴリー：準絶滅危惧種

・県内での分布：薩摩地方に分布する．

・採集地：指宿市　鰻池

・生息状況：川底の泥に潜って生息していた．

　湖沼や河川環境の悪化によって生息地が激減し

ている．

カワニナ Semisulcospira libertina libertina (Gould, 1859)

・鹿児島県カテゴリー：分布特性上重要

・県内での分布：北海道以南に分布．鹿児島県は

本種の南限地である．

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　石垣川，南九州市　永里川（集落内用

水路），南九州市　永里川（用水路），南九州市　

大谷川，南九州市　万之瀬川，鹿児島市　鈴川

（田），枕崎市　花渡川，枕崎市　花渡川（用水路），

鹿児島市　八幡川，鹿児島市　愛宕川

・生息状況：川岸のコンクリート，岩，小石の上

などに張り付き，生息していた．

ヒメモノアラガイ Austropeplea ollula (Gould, 1859)

・鹿児島県カテゴリー：分布特性上重要

・県内での分布：本州・四国・九州に分布．鹿児

島県は本種の南限地である．

・採集地：南九州市　麓川（田），南九州市　永

里川（田），南九州市　永里川（用水路），南九州

市　大谷川（田），鹿児島市　貝底川（田），鹿児

島市　鈴川（田），指宿市　新川（田），鹿児島市

　浜田川，鹿児島市　八幡川（田），鹿児島市　

新川，指宿市　鰻池

・生息状況：水田や流れの緩やかな河川，湖など
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の水草に張り付き，生息していた．

タイワンシジミ Corbicula fluminea (Müller, 1864)

・鹿児島県カテゴリー：移入種

・県内での分布：関東以西に分布．

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　永里川（集落内用水路），南九州市　

永里川（用水路），南九州市　万之瀬川，枕崎市

　花渡川（用水路），指宿市　鰻池

・生息状況：川底の泥や用水路の底の泥・砂利に

潜って生息していた．

スクミリンゴガイ Pomacea canaliculata (Lamarck, 

1819)

・鹿児島県カテゴリー：移入種

・県内での分布：アルゼンチン原産の移入種．茨

城県以西の太平洋・瀬戸内海岸に分布．

・採集地：南九州市　集川，南九州市　馬渡川，

南九州市　永里川（集落内用水路），南九州市　

永里川（用水路），南九州市　万之瀬川，枕崎市

　花渡川（用水路），指宿市　鰻池

・生息状況：水田や用水路の水中や草木に張り付

き，生息していた．

サカマキガイ Physa acuta Draparnaud (Draparnaud, 

1801)

・鹿児島県カテゴリー：移入種

・県内での分布：ヨーロッパ原産の移入種．鹿児

島県全土に分布．

・採集地：南九州市　永里川（田），南九州市　

永里川（用水路），南九州市　大谷川（田），鹿児

島市　貝底川（田），鹿児島市　鈴川（田），鹿児

島市　田貫川（田），指宿市　新川（田），枕崎市

　永沢川，鹿児島市　浜田川，鹿児島市　八幡川

（田），指宿市　鰻池

・生息状況：水田や流れの緩やかな河川，湖など

の水草に張り付き，生息していた．

　考察

各地点の環境と種数の関連性の考察

本調査の結果，26 地点で 10 種の淡水産の貝類

が採集された．用水路に注目すると，最も多くの

種が採集されたのは Pt H 永里川（用水路）であり，

その種数は 5 種である．その他の用水路を見ると

Pt G 永里川の集落内用水路では 3 種，Pt 花渡川

の用水路では 3 種が採集された．この結果から，

用水路は貝類の棲み処に適していると考えられ

る．次に，河川に注目すると，すべての地点で 1

～ 3 個体が採集された．その中で Pt D 竹迫川，

Pt I 大谷川，Pt M 貝底川，Pt T 永沢川，Pt Y 新川

の 5 つの地点では，採集された種数はわずか 1 種

であった．これは底がコンクリートで埋め立てら

れている部分が多く，貝類の棲み処が限られてい

たためであると考えられる．Pt Y 新川に関しては，

コンクリート等で埋め立てはされていなかった

が，採集した時期が 11 月であり水温が低かった

ため，ほとんど採集できなかったものと考えられ

る．今回記載はしていないが，Pt Y 新川へ採集に

行った日と同じ日に他の鹿児島市内の数カ所の河

川へ採集に出向いたが，貝類を採集することはで

きなかった．これも水温の影響と考えられる．そ

して，水田に注目すると，ほぼ全ての水田でサカ

マキガイかヒメモノアラガイ，もしくはその両方

を採集することができた．これはこの 2 種が流れ

のほとんどない止水環境下を好む（増田・内山，

2004）ためであると考えられる．

類似度指数・デンドログラムについての考察

野村・シンプソン指数によって求められた結

果において，本研究では 1.00 や 0.00 という数字

が目立った．野村・シンプソン指数はある 2 地点

間において採集された種数のみで比較される．し

たがって，本研究の結果のように採集された種数

が少ない場合，1.00 や 0.00 という数字が多くみ

られる．

今回，デンドログラムの作成にクラスター分

析の群平均法と最短距離法の二種類を用いた．そ

の結果，群平均法と比べて最短距離法の方が同じ

数値で連結している．これは二地点間の類似度が

1.00 であることが多いためだと考えられる．また，

群平均法をみると大きく 2 つに分かれていること

が分かる．これは右側の群はサカマキガイ，モノ
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アラガイが採集された地点が多く，逆に左側の群

はこの 2 種があまり見られないことから，サカマ

キガイ，モノアラガイが採集できたかどうかで分

かれていると考えられる．

希少種・外来種についての考察

今回採集された種は計 9 種であったが，その

うち県域準絶滅危惧種であるモノアラガイ，フネ

アマガイ，タケノコカワニナ，ドブガイ（鹿児島

県，2003）の 4 種は 1 カ所のみでしか採集できな

かった．まず，タケノコカワニナ・フネアマガイ

の 2 種について，タケノコカワニナは Pt V 八幡川，

フネアマガイは Pt C 石垣川のみでそれぞれ採集

された．この 2 種は本来汽水域に生息する種のた

め，淡水域を調査範囲とした今回の調査では，ほ

とんど採集できなかったと考えられる．そして，

モノアラガイ・ドブガイについては，Pt Z 鰻池の

みで採集することができた．この 2 種は環境の変

化に弱いため（増田・内山，2003），生息地が限

られてきている．しかし，小さい集落の少量の排

水しか流れ込まない鰻池ではこの 2 種が生存でき

る環境が整っているのかもしれない．

外来種（鹿児島県，2003）については，本調

査でスクミリンゴガイとサカマキガイ，タイワン

シジミの 3 種が採集された．この中で，スクミリ

ンゴガイは茨城県以西，サカマキガイは北海道南

部から沖縄県与那国島と分布が記載されている

（増田・内山，2003）．サカマキガイについては今

回の調査地域のほぼ全部で見られたが，南九州市

の南側の Pt A 集川，Pt B 馬渡川，Pt C 石垣川の 3

本の河川やその周りの水田・用水路では採集でき

なかった．この結果より，サカマキガイは南九州

市の南側にはほとんど侵入していないと考えられ

る．また，スクミリンゴガイについては万之瀬川

流域の河川・水田・用水路と花渡川付近の用水路

以外では採集できなかった．このことからスクミ

リンゴガイは指宿，南九州市の南側，鹿児島市の

南側にはほとんど侵入していないと考えられる．

そして，タイワンシジミについては，2003 年の

鹿児島県レッドデータブックには記載がなかっ

た．これはタイワンシジミが分布していなかった

可能性も考えられるが，タイワンシジミとマシジ

ミの区別が難しく，正確に同定できていなかった

と考えられる．

今回採集した貝類の他に，調査域内で，カワ

コザラガイ，ニセマツカサガイ，マツカサガイ，

ドブシジミの採集された記載（鹿児島県，2003）

がある．しかしながら，今回の調査で，採集する

ことはできなかった．カワコザラガイは 4 mm 程

度の貝で，水草や落葉などに付着している．カワ

コザラガイを採集できなかったのは水草や落葉な

どの見つけ取りが上手くいかなかったためと考え

られる．また，その他のニセマツカサガイ，マツ

カサガイ，ドブシジミの 3 種は二枚貝である．こ

の 3 種は砂泥の中に生息している．しかし採集で

きなかったのは底の砂泥をすくう方法を確立して

いなかったためと考えられる．

本研究では以上のような結果となったが，前

述のように，今回の調査では十分なサンプリング

ができたとは言い難い．つまり，今回得られたデー

タも信憑性が十分とは言えない．より信憑性の高

いデータを得るためには，さらなる細かいサンプ

リング，コドラート法や時間を計り採集すること，

採集方法の再検討が必要であると考えられる．
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